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東北タイの結婚式に参加　　　　　　　　　　　　　　　　    下田　寛典東北タイの結婚式に参加　　　　　　　　　　　　　　　　    下田　寛典

　少し前の話になります。東北タイの結
婚式に参加してきました。2月25（日）、
東北タイのヤソトン県で結婚式を挙げら
れたのは、元ＪＶＣスタッフの森本さん
と、ノンジョク自然農園の研修生デーン
さんの二人。

　タイの結婚式は朝から晩までにぎやか
に行われました。結婚式当日、朝7時過
ぎには宴会場に集まり、8時くらいから
お坊さんによる儀式が始まりました。家
の居間で厳かに始まった儀式も、タイの
強い日差しもあって、みるみる内に室温
が上昇。みんな汗だくの中、儀式が進ん
でいきました。

　儀式が終わると、今度は村内大行進で
す。リアカーに載せられた大きなスピー
カーから大音量の音楽が流れて、片手に
ビールを歩く人あり、陽気に踊りながら
歩く人あり。タイの結婚式はフリースタ
イルです。

　この結婚式に集まった日本人は40余人。
デーンさんの親族・親戚や村の人も集
まって、日タイ混成の大宴会となりまし
た。ＪＶＣタイでこれまでプロジェクト
に関わってくださった農民の方、ＮＧＯ
の方も集まってくださいました。

　大行進が終わると再び居間に戻ります。
そして、バーシーの儀式が始まります。
この儀式は、人生が実り多く、子孫繁栄、
健康、家族円満など、悪いことを払い
良いことが訪れるようにと願う儀式で、
新郎新婦の手首に白い木綿糸を巻きつけ
ていきます。これまで、新郎新婦が関わ
ってきた人たちの思いが詰まった糸が次
々と結ばれていきます。二人の手首はあ
っという間に白い糸で一杯になりました。
バーシーの儀式が終わると、ひと通り、
結婚にまつわるイベントは終わりです。

　午後は、図々しくもお二人の農園（新
居）にお邪魔しました。山を遠くに見や
りながら夕風に吹かれて、とても良い気
分です。そして、夜はまたまた大宴会。
宴会も終盤に差し掛かった頃合には、こ
の季節に珍しく集中的な豪雨が襲ってき
ました。みんな一気に酔いがさめて、一
斉に雨宿りと相成りました。「雨降って
地固まる」なんて、結婚式が雨のときな
んかに祝辞でよく使いますが、まさかこ
の季節のタイで思い浮かべるとは思いも
よりませんでした。

　とにもかくにも、日本とタイの人が一
緒に祝った、とても賑やかな結婚式でし
た。お二人の末永き幸せを祈りつつ、将
来的にはたくさんの日本人、タイ人が集
ってよい交流が続けばいいなと感じたの
でした。

今後の予定　　　今後の予定　　　

6月28日 石けん作り（ウコン入りに挑戦！）
7月 5日 ビデオ鑑賞会【森本さん結婚式】
7月12日 タイマッサージ教室（インストラクター：井上君、ナロン君）
7月19日 ビデオ鑑賞会（堤さん津波報告会）
7月26日 石けん作り

☆タイボランティアチームのミーティングは毎週木曜日 夜7:30ごろから☆タイボランティアチームのミーティングは毎週木曜日 夜7:30ごろから

学生や社会人などが集まっています。都合のつくときだけの参加も歓迎です。
ぜひ一度お越しください。（予約など、連絡の必要はありません）
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博多っ子堤由貴の支援と向き合った２年間　　スマトラ島沖津波・帰国報告会博多っ子堤由貴の支援と向き合った２年間　　スマトラ島沖津波・帰国報告会

　スマトラ島沖地震（2004年12月26日）
による津波被災者復興支援で、約２年間
南部タイのトラン県、パンガー県を中心
に活動していた、現地駐在スタッフの堤
由貴さんの帰国報告会が、去る５月27日
（日）都内で行われました。

　主な活動は２つで、前半（2005年）は
住民の生活復旧で、漁船修理、漁具配布、
住宅再建など。そして後半（2006年）は
被災した在タイ外国人労働者、主にビル
マ人への支援です。今回は主に昨年行わ
れた、ビルマ人への支援活動についての
報告会となりました。

　ビルマ人支援は、現地タイのNGO２団
体と協同で行われました。活動内容は、

１．テンポラリーシェルター：仕事を失
　　ったビルマ人が、一時的に滞在する
　　ための宿泊施設の運営
２．セーフハウス：雇用主からの暴力被
　　害者、HIV/AIDSに罹ったビルマ人を
　　対象に一時的な住宅の供給
３．医療支援：学習施設に給水設備の設
　　置、医薬品の提供、子供たちへの緊
　　急医療費の支援、および健康教育の
　　実施
４．葬儀費用支援と緊急資金援助：遺体
　　を返還されたビルマ人の葬儀費用の
　　補填、2000バーツ（約6000円）を上
　　限とした医療費、帰国費用の補填

５．調査・政策提言キャンペーン：ビル
　　マ人遺族に対して速やかな遺体返還、
　　見舞金の支払い、およびビルマ人の
　　生活改善ついてタイ政府への訴え

　こうした支援活動で、堤さんは様々な
体験をしてきました。
　2005年５月着任早々「もう緊急支援は
いらない」と言われたり、夫に売春宿に
売られたビルマ人女性が、売春宿で誰が
父親か定かでない子どもを産み、その子
どもと共に支援の施設に保護された姿を
目撃したり。また、建設業で真面目に働
いていたが、酒に酔った雇用主から暴力
を振るわれ、大きな傷を負ってシェルタ
ーに逃げ込んできたビルマ人男性との出
会い、そしてやっとの思いで返還された
遺体を前に泣き崩れるビルマ人遺族。そ
んな困難を抱えた人々にほぼ毎日のよう
に出会った堤さんは、精神的に大変だっ
たと言っていました。
　またそうした人々に対して冷静に対応
できる現地NGOスタッフに驚いたとも言
っていました。

　堤さんはまだ20代で、この様な支援活
動は初めての経験、ましてや日本からた
った一人で行きましたので、この２年間
は戸惑いと迷いと悩みの連続だったと思
われます。
　報告会の最後「この様な経験ができた
事に感謝します。」という堤さんの言葉
が印象的でした。
　　　　　　　　　　　　（石田明暢）


